
集
会
は
中
島
執
行
副
委
員
長

の
司
会
で
開
会
し
、
冒
頭
橋
本

執
行
委
員
長
は
以
下
の
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
。

①
現
在
の
社
会
状
況
と
解
雇
撤

回
の
闘
い
に
つ
い
て

金
融
・
経
済
危
機
に
対
し
、

労
働
者
の
生
活
を
支
え
る
の
で

は
な
く
、
非
正
規
雇
用
者
の
首

を
真
っ
先
に
切
る
こ
と
に
怒
り
。

大
企
業
の
内
部
留
保
が
数
兆

円
、
そ
の
０
・
２
％
で
首
切
り

さ
れ
た
労
働
者
の
一
年
分
の
賃

金
が
捻
出
で
き
る
。
現
在
の
社

会
状
況
を
作
り
出
し
た
構
造
改

革
路
線
や
新
自
由
主
義
を
推
し

進
め
て
き
た
者
達
が
、
自
ら
を

省
み
ず
、
労
働
者
・
労
働
組
合

に
責
任
を
転
嫁
す
る
発
言
は
許

さ
れ
な
い
。
国
労
は
22
年
間
、

不
当
解
雇
撤
回
の
闘
い
を
継
続

し
て
き
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
不

当
解
雇
を
止
め
撤
回
し
ろ
と
自

信
を
持
ち
主
張
す
る
。
同
時
に

１
０
４
７
名
の
問
題
も
政
治
解

決
に
向
け
一
層
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。
現
状
で
は
解
決
が
長

引
き
３
月
の
判
決
を
迎
え
る
の

か
、
予
断
を
許
さ
な
い
が
、
一

定
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
大
変

重
要
な
年
。
悔
い
を
残
さ
な
い

闘
い
の
取
り
組
み
の
意
思
統
一

を
お
願
い
す
る
。

②
春
闘
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ

い
て状

況
は
厳
し
い
が
、
し
っ
か

り
と
要
求
を
掲
げ
、
賃
金
の
引

き
上
げ
・
職
場
労
働
条
件
の
改

善
な
ど
に
向
け
、
全
体
で
奮
闘

す
る
決
意
を
固
め
あ
う
こ
と
が

大
切
。
特
に
貨
物
で
は
９
年
連

続
ベ
ア
ゼ
ロ
、
期
末
手
当
も
非

常
に
低
く
抑
え
ら
れ
、
生
活
が

非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
打
破
す
る
取
り
組
み
を
。

③
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ

い
て職

場
で
の
様
々
な
取
り
組
み

を
通
じ
て
存
在
感
を
明
ら
か
に

し
、
重
要
課
題
の
柱
で
あ
る
組

織
拡
大
も
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
大
会
以
降
地
本
で
は

３
名
の
仲
間
が
国
労
へ
加
入
。

ま
も
な
く
職
場
に
は
新
規
採

用
者
が
配
属
さ
れ
る
時
期
で
あ

り
、
新
規
採
用
者
獲
得
の
取
り

組
み
も
重
要
。

④
安
全
・
安
定
輸
送
の
問
題
に

つ
い
て

昨
年
来
、
関
連
会
社
社
員
の

死
亡
事
故
や
大
き
な
輸
送
障
害

が
発
生
。
国
交
省
か
ら
警
告
を

受
け
、
Ｊ
Ｒ
会
社
も
非
常
事
態

宣
言
を
発
し
、
危
惧
す
る
状
況
。

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
に

向
け
、
仕
事
総
点
検
運
動
を
通

し
て
安
全
の
確
保
を
求
め
る
取

り
組
み
に
全
力
を
挙
げ
る
。
ま

た
事
故
の
背
景
に
あ
る
シ
ス
テ

ム
の
問
題
、
設
備
の
検
査
体
制

の
問
題
な
ど
大
胆
に
見
直
し
を

求
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
。

⑤
衆
議
院
解
散
総
選
挙

反
自
民
を
明
確
に
し
、
政
権
交

代
を
意
識
し
た
取
り
組
み
で
、

革
新
政
党
の
躍
進
を
。
我
々
国

労
の
要
求
獲
得
の
た
め
に
も
組

合
員
と
そ
の
家
族
は
投
票
所
に

足
を
運
ぶ
こ
と
が
大
切
。

続
い
て
「
２
０
０
９
年
春
闘

情
勢
と
私
た
ち
の
課
題
」
と
題

し
て
国
労
本
部
書
記
長
の
濱
中

保
彦
氏
よ
り
講
演
を
頂
い
た
。

春
闘
を
取
り
巻
く
情
勢

①
暮
ら
し
と
経
済

完
全
失
業
者
数
は
総
務
省
発

表
で
２
７
１
万
人
、
非
正
規
雇

用
労
働
者
は
就
労
者
全
体
の
35

％
、
年
収
５
０
０
万
未
満
の
労

働
者
が
就
労
者
全
体
の
76
％
、

内
53
％
が
３
０
０
万
未
満
、
パ
ー

ト
労
働
者
の
92
％
が
２
０
０
万

未
満
の
所
得
。
一
方
、
年
収
一

千
万
を
超
え
る
富
裕
層
は
昨
年

よ
り
８
〜
９
万
人
増
加
。

新
自
由
主
義
と
構
造
改
革
路

線
に
よ
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

層
の
増
大
・
深
刻
な
格
差
と
貧

困
の
拡
大
が
春
闘
を
取
り
巻
く

客
観
的
情
勢
。

②
暮
ら
し
と
政
治

安
倍
・
福
田
と
連
続
し
て
政
権

投
げ
出
し
の
異
常
事
態
。
引
き

継
い
だ
麻
生
政
権
も
無
策
の
ま

ま
。
自
公
政
権
の
大
企
業
優
遇
、

庶
民
い
じ
め
の
政
治
・
経
済
の

行
き
詰
ま
り
。
労
働
者
派
遣
法

全
面
解
禁
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
・
年
金
不
払
い
・
医
者
不

足
に
よ
る
患
者
の
た
ら
い
回
し
。

一
方
で
官
僚
の
不
正
・
談
合
・

天
下
り
問
題
。
政
局
よ
り
も
経

済
対
策
と
し
て
世
界
経
済
破
綻

に
理
由
付
け
て
、
国
民
に
対
す

る
政
策
・
還
元
措
置
が
ま
っ
た

く
行
わ
れ
な
い
。

③
経
団
連
と
Ｊ
Ｒ
各
社
の
動
向

日
本
経
団
連
は
雇
用
最
優
先
、

賃
上
げ
を
掲
げ
な
い
と
し
、
実

質
ベ
ア
ゼ
ロ
を
主
張
。
Ｊ
Ｒ
北

海
道
は
純
利
益
38
億
余
、
東
日

本
は
連
結
中
間
純
利
益
１
２
２

０
億
（
過
去
最
高
）
、
東
海
は

新
幹
線
設
備
投
資
で
減
益
、
西

日
本
は
純
利
益
３
３
３
億
、
四

国
８
億
余
、
九
州
49
億
余
、
貨

物
は
経
常
利
益
が
４
億
。
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
内
で
相
当
の
格
差
が

あ
る
。

④
各
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
等

の
方
針

連
合
は
三
段
重
ね
（
①
賃
金

カ
ー
ブ
の
維
持
②
物
価
上
昇
目

減
り
分
の
回
復
③
実
質
賃
金
向

上
分
の
確
保
）
が
柱
。

全
労
連
は
①
生
活
で
き
る
賃

金
と
ベ
ア
獲
得
を
目
指
す
賃
金

闘
争
②
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
と

雇
用
を
守
る
③
社
会
保
障
の
充

実
と
消
費
税
引
き
上
げ
反
対
④

憲
法
改
悪
反
対
。

全
労
協
は
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
（
人
間
ら
し
く
働
き
が

い
の
あ
る
仕
事
）
の
実
現
を
基

調
と
し
、
リ
ス
ト
ラ
を
許
さ
ず

非
正
規
労
働
者
の
権
利
確
立
と
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地
方
本
部
は
１
月
10
日
、
新
春
恒
例
の
活
動
家
交
流
集
会
を

こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。
こ
の
集
会
は
当
面
す
る

諸
課
題
と
09
春
闘
勝
利
に
向
け
た
闘
い
の
取
り
組
み
を
全
機
関

役
員
が
確
認
し
、
意
思
統
一
を
図
る
も
の
。

Ｎo . 2541
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発行責任者橋本昭二

編集責任者武田昌仙

１
・
10

活
動
家
交
流
集
会

１
・
19

地
方
執
行
委
員
会

仙台闘争団からは佐藤正則事務局長
より「国鉄闘争勝利に向けて」と題し
て報告がされた。まず、この間の経過
報告として鉄建公団訴訟控訴審第10期
(08.7.14)までの動きとそれ以降の動
きを分析報告。大まかには四党合意の
組織混乱から鉄建公団訴訟判決を機に
大同団結の追求、四者四団体を中心に
共同行動の積み
上げで今日の
到達点（裁判
闘争や政治の
動き）を作り出
してきたこと。 また、南裁判長の
「軟着陸」提案と冬柴国交大臣（当時）
の「誠心誠意努力」のコメントなどを
受けて、全国大会、更には闘争団会議
で意思統一を図った内容を報告。
また、政治解決実現にむけては、
「４者・４団体」の枠組みをしっかり
堅持しながら、裁判闘争の強化、大衆
行動を基本に政府に解決決断を迫るこ
と～本部高橋委員長の「解決の扉が開
くところまで来た」…扉を開けるのは
我々の闘い如何であることを強調した。

更には政治解決とい
えども「闘い」抜きに
は実現しないとし、現
在の非正規・派遣労働
者の首切りと、ＪＲ内
の契約社員・下請け関
連労働者の問題をどう
結びつけるのかが課題とした。遡れば

「戦後政治の総
決算」「日本の
国の歩みを変え
る」と強行され
た「分割・民営

化」＝国労・総評つぶしと同時並行的
に行われてきた規制緩和政策（新自由
主義・新時代の「日本的経営」～必要
な時に、必要な人材を、必要な期間だ
け）により、首切り自由・労働者使い
捨ての社会が現実になっている。まさ
に国鉄闘争は反失業・反首切りの闘い
であり、不当な首切り、不当な判決に
屈することなく、「一人の首切りも許
さない」という責任追及の闘いである
という原点を忘れずに闘い抜く決意で
あるとし、報告を締めた。

挨拶する橋本委員長

講演する本部濱中書記長



均
等
待
遇
、
国
鉄
闘
争
勝
利
、

労
働
者
保
護
の
労
働
法
制
実
現

等
を
求
め
て
闘
う
。

国
労
要
求
と
闘
い
の
進
め
方

①
闘
い
の
基
調

柱
の
一
つ
は
弱
者
を
ど
う
守

る
か
。
Ｊ
Ｒ
で
い
え
ば
グ
リ
ー

ン
ス
タ
ッ
フ
な
ど
期
限
付
で
雇

用
さ
れ
る
仲
間
の
身
分
の
保
証
。

も
う
一
つ
は
安
全
問
題
。
昨

年
Ｊ
Ｒ
の
外
注
労
働
者
の
死
亡

事
故
が
多
発
。
背
景
に
は
下
請

け
孫
受
け
労
働
者
の
劣
悪
な
勤

務
実
態
が
あ
る
。
元
受
が
６
割

ピ
ン
ハ
ネ
し
、
４
割
の
金
額
で

施
工
。
労
働
条
件
・
人
間
を
削

ら
な
け
れ
ば
儲
け
を
生
め
ず
、

仕
事
を
す
る
の
が
精
一
杯
で
安

全
に
手
が
回
ら
な
い
事
実
。
Ｊ

Ｒ
の
安
全
・
安
定
輸
送
の
阻
害

要
因
で
あ
る
と
指
摘
し
、
実
情

を
突
き
付
け
改
善
を
求
め
、
下

請
け
孫
受
け
労
働
者
の
労
働
条

件
の
改
善
・
引
き
上
げ
、
雇
用

の
確
保
等
を
図
る
。

②
春
闘
と
結
合
し
た
も
う
一
つ

の
課
題
〜
組
織
拡
大

組
織
拡
大
で
克
服
す
る
課
題
。

一
つ
は
高
齢
者
雇
用
制
度
の
差

別
、
二
つ
は
昇
進
試
験
差
別
、

三
つ
は
配
転
・
配
属
差
別
問
題
。

こ
の
三
つ
を
撤
廃
す
る
こ
と

が
組
織
拡
大
の
土
台
と
考
え
最

終
的
に
和
解
を
通
じ
て
公
平
・

公
正
な
人
事
運
用
を
勝
ち
取
ろ

う
と
決
断
。
し
か
し
現
状
は
そ

れ
に
程
遠
い
実
態
。
東
日
本
で

は
一
部
労
組
に
偏
っ
た
利
益
誘

導
が
存
在
す
る
と
し
「
あ
っ
せ

ん
申
請
」
を
行
っ
た
。
結
果
は

別
と
し
て
、
繰
り
返
し
こ
う
し

た
差
別
を
撤
廃
す
る
取
り
組
み

を
行
な
う
こ
と
が
大
切
。
他
労

組
も
磐
石
で
は
な
く
む
し
ろ
内

部
矛
盾
と
会
社
と
の
対
立
も
抱

え
て
い
る
。
自
信
を
持
っ
て
拡

大
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。

③
不
採
用
問
題
と
の
結
合

東
京
高
裁
南
裁
判
長
の
「
判

決
日
は
後
日
通
知
す
る
」
は
判

決
を
出
す
前
に
政
治
解
決
の
動

き
を
作
り
出
せ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
一
方
で
支
援
機
構
も
早
く

解
決
を
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
。

現
在
は
軟
着
陸
提
案
を
め
ぐ
っ

て
水
面
下
で
の
交
渉
が
進
め
ら

れ
、
政
治
と
政
治
家
の
決
断
が

迫
ら
れ
て
い
る
状
況
。
２
・
16

集
会
に
は
全
会
派
が
参
加
で
き

る
状
況
を
作
り
出
そ
う
と
努
力
。

仙
総
支
部

◆
春
闘
で
の
職
場
改
善
の
取
組

み
を
意
思
統
一
し
、
大
衆
集
会

へ
の
結
集
に
つ
い
て
も
準
備
◆

組
織
強
化
分
会
レ
ク
で
は
、
7

月
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
10
月
芋
煮

会
を
家
族
・
OB
含
め
て
開
催
◆

拡
大
運
動
に
つ
い
て
は
、
分
会

と
し
て
対
策
費
も
準
備
し
て
き

た
が
自
腹
も
多
く
組
織
対
策
費

は
有
効
に
活
用
し
た
い
◆
若
手

社
員
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
あ
き

ら
め
も
あ
っ
た
が
取
り
組
ん
で

の
前
進
も
◆
制
度
署
名
の
取
り

組
み
は
、
一
人
10
名
の
署
名
に

集
中
、
い
ろ
い
ろ
東
労
組
と
の

攻
防
が
あ
り
、
活
か
し
て
も
ら

い
た
い
◆
昇
進
試
験
。
全
体
的

に
合
格
率
は
上
が
っ
て
い
る
が
、

17
回
受
験
し
て
不
合
格
。
「
国

労
の
中
で
も
差
別
さ
れ
る
の
か
」

と
の
声
も
◆
福
原
さ
ん
の
出
向

延
長
の
扱
い
で
、
11
月
27
日
に

産
業
医
の
面
談
、
業
務
支
障
な

し
の
結
論
。
希
望
通
り
Ｊ
Ｒ
へ

戻
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

福
島
県
支
部

◆
組
織
拡
大
。
五
十
嵐
さ
ん
の

復
帰
が
1
月
1
日
付
に
。
昨
年

10
月
の
小
田
さ
ん
と
合
わ
せ
、

分
会
の
取
り
組
み
が
正
し
い
も

の
と
し
て
自
信
に
。
昨
年
4
月

期
新
規
採
用
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル

も
実
は
結
ば
な
か
っ
た
が
前
進

し
た
も
の
で
あ
っ
た
◆
家
族
交

流
会
を
定
期
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
会
員
の
拡
大
、
参
加
者
も

前
進
し
て
い
る
◆
新
規
採
用
者

と
の
関
わ
り
と
CS
の
位
置
づ
け
、

業
務
面
で
の
習
得
と
し
て
は
問

題
が
あ
る
◆
分
会
情
報
に
力
を

入
れ
て
き
た
◆
11
月
異
動
が
あ

り
郡
山
駅
は
要
員
不
足
。
サ
ー

ビ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
助
勤
に

出
て
い
る
実
態
。
要
員
不
足
に

よ
り
中
間
駅
が
犠
牲
に
。

宮
城
県
支
部

◆
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
早
期
解
決
。

年
末
に
稚
内
の
物
販
を
受
け
入

れ
共
闘
を
含
め
て
取
組
み
を
進

め
て
き
た
。
自
治
体
意
見
書
に

つ
い
て
は
岩
沼
市
議
会
で
の
採

択
を
進
め
て
き
た
が
、
採
択
な

ら
ず
。
大
半
の
議
員
は
解
決
し
、

終
わ
っ
た
も
の
と
認
識
。
支
部

と
し
て
も
丁
寧
な
取
組
み
が
求

め
ら
れ
た
◆
3
月
ダ
イ
ヤ
改
正
。

駅
の
委
託
化
・
ま
た
は
解
消
、

米
坂
線
ワ
ン
マ
ン
他
提
案
さ
れ

て
い
る
。
エ
ル
ダ
ー
の
受
け
皿

な
ど
か
ら
委
託
が
進
め
ら
れ
て

き
た
が
、
国
労
組
合
員
は
一
人

も
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
請
願

駅
で
も
乗
降
人
員
が
多
い
小
鶴

新
田
駅
は
直
轄
に
戻
す
必
要
が

あ
る
◆
Ｊ
Ｒ
東
で
こ
の
間
輸
送

障
害
、
労
災
死
亡
が
発
生
し
、

運
輸
局
か
ら
は
指
導
が
出
さ
れ

会
社
と
し
て
「
非
常
事
態
宣
言
」
。

9
月
、
12
月
の
新
幹
線
シ
ス
テ

ム
問
題
、
黒
磯
の
感
電
死
亡
、

小
牛
田
運
輸
区
訓
練
で
の
激
突
、

検
査
漏
れ
で
の
運
休
、
Ｄ
51
機

関
車
の
空
焚
き
、
入
換
の
あ
わ

や
衝
突
等
々
、
現
場
サ
イ
ド
か

ら
の
声
を
聞
き
入
れ
な
い
体
勢

の
問
題
も
含
め
、
安
全
軽
視
、

利
益
優
先
の
会
社
施
策
に
問
題
。

技
術
の
継
承
に
し
て
も
机
上
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
成
長
し
な

い
。
現
場
に
触
れ
る
こ
と
、
そ

の
時
間
を
作
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
◆
こ
れ
ら
諸
問
題
に
つ
い

て
各
現
場
で
要
求
を
作
り
現
場

長
交
渉
を
09
春
闘
で
も
求
め
て

い
く
◆
組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、

3
月
13
日
に
具
体
的
取
り
組
み

の
意
思
統
一
を
図
る
。

仙
台
駅

◆
12
月
29
日
に
シ
ス
テ
ム
入
力

ミ
ス
に
よ
り
30
日
始
発
か
ら
新

幹
線
が
ス
ト
ッ
プ
。
9
月
に
も

あ
っ
た
が
、
コ
ス
モ
ス
の
入
力

作
業
が
5
時
ま
で
に
終
わ
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
。
窓
口
に

払
い
戻
し
の
客
が
並
び
、
改
札

は
つ
る
し
上
げ
の
状
態
。
対
策

を
求
め
る
必
要
が
あ
る
◆
新
規

採
用
者
獲
得
の
取
り
組
み
。
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、
非
番
者
集
会

の
開
催
な
ど
で
関
わ
り
は
継
続
。

仙
総
組
立

◆
春
闘
要
求
の
集
約
に
努
め
て

い
く
◆
エ
ル
ダ
ー
制
度
の
関
係

で
要
請
。
貨
物
の
ロ
ジ
ス
テ
ッ

ク
に
就
労
箇
所
提
示
。
家
庭
の

事
情
を
、
自
己
申
告
、
面
談
で

伝
え
て
い
た
が
、
配
慮
さ
れ
ず
。

家
族
に
病
弱
者
が
い
る
場
合
門

前
払
い
し
な
い
と
い
う
の
が
団

交
で
の
回
答
で
は
。
団
交
を
開

催
し
調
整
を
し
て
ほ
し
い
。

貨
物
福
島

◆
貨
物
の
春
闘
は
厳
し
い
。
最

近
荷
物
が
１
日
１
日
減
っ
て
き

て
い
る
。
メ
イ
ン
は
紙
だ
が
、

段
ボ
ー
ル
用
の
紙
が
動
か
な
い
。

ト
ヨ
タ
号
も
縮
小
。
燃
油
高
騰

で
Ｊ
Ｒ
へ
の
荷
扱
い
の
シ
フ
ト

を
期
待
し
た
が
そ
れ
も
な
し
。

◆
出
発
時
点
か
ら
構
造
矛
盾
の

問
題
、
格
差
が
あ
る
。
ま
す
ま

す
厳
し
い
が
悲
観
し
て
ば
か
り

い
ら
れ
な
い
。
明
る
く
し
た
た

か
に
頑
張
る
。

仙
総
車
体

◆
東
労
組
浦
和
電
車
区
事
件
関

係
の
勤
労
情
報
が
会
社
掲
示
板

に
貼
ら
れ
た
。
最
初
は
大
き
目

の
用
紙
、
次
に
A4
で
掲
示
板
の

隅
の
ほ
う
に
な
っ
て
い
る
。
各

職
場
で
同
じ
よ
う
な
扱
い
で
周

知
徹
底
す
べ
き
。

郡
山
信
通

◆
職
場
問
題
点
。
テ
ム
ズ
の
先

輩
に
「
団
交
に
あ
げ
る
前
に
職

場
で
や
り
た
い
」
と
言
わ
れ
た
。

形
に
と
ら
わ
れ
ず
、
話
し
を
し

て
い
く
こ
と
。
話
し
合
い
は
08

春
闘
で
や
っ
て
き
た
が
、
紙
に

こ
だ
わ
ら
な
く
と
も
目
的
が
達

せ
ら
れ
れ
ば
良
い
の
で
は
◆
組

織
拡
大
。
飲
み
会
は
や
っ
て
い

る
。
一
歩
踏
み
出
す
に
は
、
と

議
論
は
し
て
い
る
。

仙
台
信
通

◆
安
全
輸
送
の
関
係
、
新
幹
線

シ
ス
テ
ム
問
題
。
プ
レ
ス
発
表

の
「
5
時
ま
で
入
力
」
を
会
社

が
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。
自
分
た
ち
も
知
っ

て
い
る
こ
と
。
具
体
的
な
業
務

な
ど
は
関
係
者
に
し
か
周
知
説

明
さ
れ
ず
、
全
体
的
に
理
解
し

な
い
ま
ま
回
し
て
い
る
。
９
月

の
輸
送
障
害
に
つ
い
て
プ
レ
ス

発
表
以
上
は
出
て
い
な
い
が
、

同
じ
機
械
の
未
稼
動
分
を
修
繕

し
て
い
た
初
歩
的
な
ミ
ス
。
リ

ス
ク
管
理
に
む
け
た
要
求
が
必

要
◆
東
日
本
電
協
の
議
論
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
誤
り
で
あ

り
、
元
の
体
制
に
戻
す
こ
と
を

目
指
す
べ
き
、
が
一
致
し
た
見

解
。

郡
工
支
部

◆
合
理
化
の
問
題
。
誤
結
線
か

ら
輸
送
障
害
の
対
策
は
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
。
中
間
検
査
廃
止
の

対
策
も
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
。
プ

ラ
モ
デ
ル
の
組
み
た
て
図
面
、

基
礎
知
識
、
技
術
、
理
解
さ
れ

な
い
。
超
勤
の
問
題
と
あ
わ
せ

教
育
や
技
術
、
業
務
量
計
算
の

根
拠
、
要
員
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
た
い
。
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ッ

キ
の
件
の
よ
う
に
現
場
の
取
り

組
み
と
合
わ
せ
た
闘
い
に
展
望

を
◆
１
０
４
７
名
問
題
は
情
勢

認
識
の
違
い
か
ら
意
見
が
い
ろ

い
ろ
あ
る
。
議
論
は
継
続
し
て

い
く
。

新
庄
駅
連

音
威
子
府
闘
争
団
の
物
資
販

売
を
取
り
組
ん
で
き
た
。
解
決

規
範
の
問
題
な
ど
出
さ
れ
て
い

る
。

山
形
連
合

◆
組
織
対
策
。
若
手
社
員
は
課

題
を
預
け
ら
れ
サ
ー
ビ
ス
残
業

も
含
め
大
変
な
状
態
。
交
流
の

機
会
も
設
け
辛
い
た
め
、
会
社

主
催
の
飲
み
会
（
歓
送
迎
会
や

忘
年
会
等
）
に
は
意
識
し
て
参

加
し
、
話
を
聞
く
よ
う
に
し
て

い
る
。
職
場
や
寮
で
の
生
活
も

窮
屈
な
様
子
で
あ
り
、
交
流
に

も
工
夫
が
必
要
で
な
い
か
。

仙
総
支
部

◆
支
部
闘
争
委
員
会
の
要
望
。

東
労
組
が
「
浦
和
事
件
」
の
街

宣
行
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、

国
労
も
契
約
社
員
の
社
員
化
な

ど
の
課
題
で
取
り
組
ん
で
は
。

組
織
対
策
で
は
、
高
卒
な
ど
を

対
象
に
し
て
き
た
が
、
社
会
人

採
用
者
へ
も
し
っ
か
り
と
目
を

向
け
る
べ
き
。
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相
原

宗
一
さ
ん

岩
沼
駅
連
合
分
会

エ
ル
ダ
ー

小
田

新
紀
さ
ん

郡
山
信
通
分
会

エ
ル
ダ
ー

高
橋

長
逸
さ
ん

新
庄
連
合
分
会
エ
ル
ダ
ー

大
島

信
一
さ
ん

若
松
地
区
分
会

坂
本

喜
孝
さ
ん

若
松
地
区
分
会

エ
ル
ダ
ー

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

真剣に聞き入る支部・分会代表


